
（別紙２－１） 
１ 自己評価及び外部評価結果 

 
作成日  平成  24年  3月  23日 

 
【事業所概要（事業所記入）】 
事 業 所 番 号 ４２７１４０１５１７ 

法 人 名 有限会社 さくらの里 

事 業 所 名 グループホーム さくらの里 

所 在 地 南島原市深江町戊 3135-15 

自 己 評 価 作 成 日 平成 24年 1月 22日 評価結果市町受理日 平成 24年 3月 27日 
 
※ 事業所の基本情報は、介護サービス情報の公表制度のホームページで閲覧してください。 

基本情報リンク先URL  

 
【評価機関概要（評価機関記入）】 

評 価 機 関 名 特定非営利活動法人 
ローカルネット日本福祉医療評価支援機構 

所 在 地 〒855-0801 長崎県島原市高島二丁目七二一七 
島原商工会議所 1階 

訪 問 調 査 日 平成 24年 3月 21日 
 
【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】 
職員個々が高い水準の知識と技術を培い、それを結集した 
総合力・チーム力で高度介護の提供を目指している。 
そのために職員間の協調、信頼、絆、支え合い、学び合い、使命感 
一体感、感動、喜びといった、目に見えぬものを最も大切にしている。 

 
【外部評価で確認した事業所の優れている点・工夫点（評価機関記入）】 
桜並木の美しい自然豊かな場所に立地するグループホームさくらの里は、「すべては利用

者のために」を基本理念とし、今年度はさらに職員育成を重点におき、研修や資格取得等に

力を入れてきた。職員の質はホーム全体の質と捉え、職員全員がお互いに絆を深めチーム力

を向上させることで、より良いケアに繋がると考えられている。利用者定員 6名という少人
数の利点を生かし、一人ひとりの思いを傾聴し、出来る限り多様なニーズの実現をはかりた

いとしている。利用者の穏やかな表情と落ち着いた行動は、日々の職員の手厚いケアの表れ

と感じる。今後も更なるレベルアップに期待したい。 
 



（別紙２－２）

Ⅰ　理念に基づく運営

1 1○理念の共有と実践

2 2○事業所と地域とのつきあい

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

4 3○運営推進会議を活かした取組み

5 4○市町との連携

　　　　事業所名　グループホーム　さくらの里

サービスの実際や小さ
な事故も発表し防止方
法などのアドバイスを
受けるようにしている

今年度は年に7回の実
施となる予定である。
地域代表、行政職員等
を参加メンバーとし、
様々な議題を設けて意
見を出し合い、たいへ
ん有意義で充実したも
のとなっている。

運営推進会議を利用し
施設だけでは解決でき
ないような問題点を報
告し同様のケースがあ
れば調べて対処方法の
アドバイスを受けてい
る

運営推進会議にメン
バーとして行政職員が
参加されており、主に
その方を通して相談や
アドバイスをいただく
など日頃からの連携が
とられている。

今までの理念をより具
体化し、職員間の浸
透・理解を深めるた
め、新たに介護理念を
作成した。今までの生
活を大切にした環境づ
くりを目指し、日々申
し送り等の中で振り返
りを行っている。

管理者が自治会の副会
長として日常的に交流
しており夏祭りや小学
校の行事にも招待され
参加している

来年度は、自治会長を
施設長が担う予定であ
る。地域還元の一つと
して、地域の高齢者世
帯の見守りや緊急時の
対応などにホームや職
員が行政等と連携して
行っていきたいとして
いる。

自
己
評
価

自己評価

実施状況

　事業所は、実践を通じて積み上げ
ている認知症の人の理解や支援の方
法を、地域の人々に向けて活かして
いる

これまでの経営理念
「すべては入居者のた
めに」を発展させ基本
理念・介護理念・運営
方針を新たに揚げて全
員で共有し実践につな
げている

同じ地域にある障害者
施設の数人が日曜日な
どに訪ねてくるのを受
け入れている

　運営推進会議では、利用者やサー
ビスの実際、評価への取り組み状況
等について報告や話し合いを行い、
そこでの意見をサービス向上に活か
している

　市町担当者と日頃から連絡を密に
取り、事業所の実情やケアサービス
の取組みを積極的に伝えながら、協
力関係を築くように取り組んでいる

外
部
評
価

　地域密着型サービスの意義を踏ま
えた事業所理念をつくり、管理者と
職員は、その理念を共有して実践に
つなげている

　利用者が地域とつながりながら暮
らし続けられるよう、事業所自体が
地域の一員として日常的に交流して
いる

項　　　　　　　目

外部評価

実施状況
次のステップに向けて
期待したい内容

　　　　　　　　　　　　１　自己評価及び外部評価結果　　　　　　　　　　　　　　　　
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6 5○身体拘束をしないケアの実践

7 ○虐待の防止の徹底

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

9 ○契約に関する説明と納得

106○運営に関する利用者、家族等意見の

　反映

117○運営に関する職員意見の反映

前回の外部評価後に計
画した家族会議やアン
ケートの実施はなかっ
たが、意見や要望は意
見箱を玄関に設置した
り、面会時や自宅訪問
時に利用者の様子を家
族等に伝える際に、聞
きだす努力をしてい
る。

利用者により、面会頻度
にもバラつきがあるた
め、利用者状況をよりわ
かりやすく伝えるため
に、以前作成していた
「さくらの里たより」を
再発行することで、家族
等が要望を伝えていくひ
とつの方法になることを
期待したい。

毎日朝・夕２回行う申
し送りの機会に意見や
提案があれば発言して
もらっており反映させ
ている

一日2回の申し送りは
記録からも職員間で熱
心な意見交換が行われ
たことが窺える。利用
者が安心して過ごせる
ように、細かいケアの
方法が検討され、実際
に業務へ反映されてい
る。

管理擁護に関しては管
理者をはじめ職員も理
解度が薄く活用、支援
はしていない

利用者や家族は契約内
容をあまり把握しよう
としないので尋ねられ
なくとも丁寧に説明し
理解・納得してもらう
ようにしている

運営推進会議にはなる
べく多くの利用者家族
に出席してもらうよう
働きかけており出席し
た家族には必ず発言し
てもらい運営に反映さ
せるようにしている

現在身体拘束をしなけ
ればならない入居者は
いないが例えベッドに
柵をするだけでも拘束
になるのだといったこ
とを日頃から周知徹底
している

一切、身体拘束は行わ
ない方針であり、今ま
でにも実施した事例は
ない。やむを得ない場
合になっても職員間で
話し合いながら拘束を
するのではなく、ケア
の工夫で対応していき
たいと考えられてい
る。

入居者の無言の要求を
見すごすことさえ虐待
に当たるのだといった
目に見えないことも常
に念頭に防止に努めて
いる

　代表者及び全ての職員が「指定地
域密着型サービス指定基準及び指定
地域密着型介護予防サービス指定基
準における禁止の対象となる具体的
な行為」を正しく理解しており、玄
関の施錠を含めて身体拘束をしない
ケアに取り組んでいる

　管理者や職員は、高齢者虐待防止
法等について学ぶ機会を持ち、利用
者の自宅や事業所内での虐待が見過
ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

　管理者や職員は、日常生活自立支
援事業や成年後見制度について学ぶ
機会を持ち、個々の必要性を関係者
と話し合い、それらを活用できるよ
う支援している

　契約の締結、解約又は改定等の際
は、利用者や家族等の不安や疑問点
を尋ね、十分な説明を行い理解・納
得を図っている

　利用者や家族等が意見、要望を管
理者や職員並びに外部者へ表せる機
会を設け、それらを運営に反映させ
ている

　代表者や管理者は、運営に関する
職員の意見や提案を聞く機会を設
け、反映させている

2/11



12 ○就業環境の整備

13 ○職員を育てる取組み

14 ○同業者との交流を通じた向上

Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

17 ○初期対応の見極めと支援

独断におちいることな
く家族の要望も聞きな
がら第一歩を踏み出し
ている

半島内での研修には可
能な限り参加させてお
りまた代表者、管理者
の見識、経験を中心に
職場内研修をことある
ごとに行っている

南島原グループホーム
連絡協議会や同ホーム
長会議には代表職員を
出席させるなど交流を
はかっている

利用者本人がいいにく
いことや本人に聞きに
くいことは家族にはっ
きりと質問しできるだ
け多くの情報を集めて
初期介護は最大限大切
にしている

施設ができる可能な範
囲で家族の要望に応え
るようにしている

賞与を職員個々の努力
や実績に応じて割り振
りしているが総額とし
ては微々たるもので入
居定員６人では思うよ
うな昇給もできないで
いる

　代表者は、管理者や職員個々の努
力や実績、勤務状況を把握し、給与
水準、労働時間、やりがいなど、各
自が向上心を持って働けるよう職場
環境・条件の整備に努めている

　代表者は、管理者や職員一人ひと
りのケアの実際と力量を把握し、法
人内外の研修を受ける機会の確保
や、働きながらトレーニングしてい
くことを進めている

　代表者は、管理者や職員が同業者
と交流する機会をつくり、ネット
ワークづくりや勉強会、相互訪問等
の活動を通じて、サービスの質を向
上させていく取組みをしている

　サービスの利用を開始する段階
で、本人が困っていること、不安な
こと、要望等に耳を傾けながら、本
人の安心を確保するための関係づく
りに努めている

　サービスの利用を開始する段階
で、家族等が困っていること、不安
なこと、要望等に耳を傾けながら、
関係づくりに努めている

　サービスの利用を開始する段階
で、本人と家族等が「その時」まず
必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めて
いる
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18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

208○馴染みの人や場との関係継続の支援

21 ○利用者同士の関係の支援

22 ○関係を断ち切らない取組み

Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

239○思いや意向の把握

ホーム側が利用者の様
子を見て必要と感じた
時は、利用者の大切な
友人に電話連絡して面
会を促し、たいへん喜
ばれることもある。ま
た、外出時に馴染みの
場所の近くを通るなど
の配慮もある。

入居者６名という少人
数のためか自然と入居
者同士が強く支え合っ
ている

入院が永くなり退所し
た入居者が１人あり半
年ほど連絡がつづいた
がその後は途切れた

毎日朝・夕２回の申し
送りで利用者の希望、
意向を伝達しており
しっかりと把握してい
る

利用者一人ひとりがど
のようにしたいかを常
に考えてケアにあた
り、足の動きの小さな
変化でも密な観察力で
把握に努めている。訴
えが困難な方も、気持
ちを察した対応が行わ
れている。

介護者の心得として
「入居者は自分の親で
ある」という思いを第
一として介護してい
る。入居者は家族であ
る

あまり面会にこない家
族にも施設の行事等を
利用して参加を呼びか
け共に支えていこうと
している

利用者は馴染みの人や
場所の話しはするがい
ざそこへ誘うと断るこ
とが多く中々うまくい
かない

　職員は、家族を支援される一方の
立場に置かず、本人と家族の絆を大
切にしながら、共に本人を支えてい
く関係を築いている

　本人がこれまで大切にしてきた馴
染みの人や場所との関係が途切れな
いよう、支援に努めている

　利用者同士の関係を把握し、一人
ひとりが孤立せずに利用者同士が関
わり合い、支え合えるような支援に
努めている

　職員は、本人を介護される一方の
立場に置かず、暮らしを共にする者
同士の関係を築いている

　サービス利用（契約）が終了して
も、これまでの関係性を大切にしな
がら、必要に応じて本人・家族の経
過をフォローし、相談や支援に努め
ている

　一人ひとりの思いや暮らし方の希
望、意向の把握に努めている。困難
な場合は、本人本位に検討してい
る。
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24 ○これまでの暮らしの把握

25 ○暮らしの現状の把握

2610○チームでつくる介護計画とモニタ

　リング

27 ○個別の記録と実践への反映

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の

　多機能化

29 ○地域資源との協働

ホームの近くに温泉施
設や国立公園である雲
仙があり、それを利用
しリフレッシュさせて
いく。

入居時に本人が言いに
くいことや本人に聞き
にくいことは家族に
はっきりと聞きサービ
スの提供に生かしてい
る

毎日朝・夕２回の申し
送りで利用者の希望、
意向を伝達しており
しっかりと把握してい
る

ケア計画は各職員の意
見、本人の希望、家族
の要望を最大限に取り
入れて作成している

理念に基づき、「その
人がその人らしく」過
ごせることを意識した
プランが作成されてい
る。本人の小さな要望
でも可能な限り取り入
れ、健康面に配慮しな
がらその人らしい生活
を支援していく目標が
設定されている。

ケアマネージャーでも
ある看護師が細部にわ
たって介護と対応つい
て記録しておりそれを
全職員が共有しており
さらに運営推進会議で
２ヶ月分をまとめた報
告がありそれを見直し
にいかしている

施設でできる最大限の
範囲内で柔軟に対応し
ている

　一人ひとりの生活歴や馴染みの暮
らし方、生活環境、これまでのサー
ビス利用の経過等の把握に努めてい
る

　一人ひとりの一日の過ごし方、心
身状態、有する力等の現状の把握に
努めている

　本人がより良く暮らすための課題
とケアのあり方について、本人、家
族、必要な関係者と話し合い、それ
ぞれの意見やアイディアを反映し、
現状に即した介護計画を作成してい
る

　日々の様子やケアの実践・結果、
気づきや工夫を個別記録に記入し、
職員間で情報を共有しながら実践や
介護計画の見直しに活かしている

　本人や家族の状況、その時々に生
まれるニーズに対応して、既存の
サービスに捉われない、柔軟な支援
やサービスの多機能化に取り組んで
いる

　一人ひとりの暮らしを支えている
地域資源を把握し、本人が心身の力
を発揮しながら安全で豊かな暮らし
を楽しむことができるよう支援して
いる

現在は、職員3名が利用
者2名分づつプランを作
成している。サービスを
提供していくのは職員全
員であるため、プラン作
成の過程から全員で関わ
ることでより確実なケア
が実施されていくことに
期待したい。
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3011○かかりつけ医の受診診断

31 ○看護職員との協働

32 ○入退院時の医療機関との協働

3312○重度化や終末期に向けた方針の共有

　と支援

34 ○急変や事故発生時の備え

3513○災害対策

火災に対しては全職員
が充分な対応力を身に
つけており地元の消防
分団とも協力体制を築
いているが地震や水害
に対しては充分とはい
えない

年に2回、火災を想定
した訓練を消防署立会
いのもと行った。今年
度は新たに、火災通報
装置の設置があるほ
か、備蓄（水・食料品
等）の整備も行われ
た。また、非常時の避
難の際に使用される本
人確認の名札も用意さ
れている。

家族との話し合いはも
ちろん運営推進会議を
利用して多くの意見を
参考にしながら対応し
ている

ターミナル期にあたる
利用者の今後の生活に
ついて職員間で話し合
い、行政職員に相談も
行った。ホームの方針
としてはニーズを大切
にしながらその都度、
状況に応じて医師等と
相談しながら対応して
いくとしている。

初期対応救急車の手
配、医療機関への連絡
など全職員が充分な実
践力を身につけている

服薬ミスや急変時には
電話で指示をもらえる
ような関係を築いてい
る

看護に関することは看
護師と話し合っている

入退院の不必要や退院
時期については医療機
関の指示に従っている

入居前のかかりつけ医
を大切にしており、全
ての利用者が継続した
医療を受けている。受
診内容は家族の面会時
や職員が自宅を訪問し
た時に報告されてい
る。

　利用者が入院した際、安心して治
療できるように、また、できるだけ
早期に退院できるように、病院関係
者との情報交換や相談に努めてい
る。又は、そうした場合に備えて病
院関係者との関係づくりを行ってい
る。

　受診は、本人及び家族等の希望を
大切にし、納得が得られたかかりつ
け医と事業所の関係を築きながら、
適切な医療を受けられるように支援
している

　介護職員は、日常の関わりの中で
とらえた情報や気づきを、職場内の
看護職員や訪問看護師等に伝えて相
談し、個々の利用者が適切な受診や
看護を受けられるように支援してい
る

　重度化した場合や終末期のあり方
について、早い段階から本人・家族
等と話し合いを行い、事業所ででき
ることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチーム
で支援に取り組んでいる

　利用者の急変や事故発生時に備え
て、全ての職員は応急手当や初期対
応の訓練を定期的に行い、実践力を
身に付けている

　火災や地震、水害等の災害時に、
昼夜を問わず利用者が避難できる方
法を全職員が身につけるとともに、
地域との協力体制を築いている
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Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

3614○一人ひとりの人格の尊重とプライバ

　シーの確保

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

38 ○日々のその人らしい暮らし

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

4015○食事を楽しむことのできる支援

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

栄養バランス、食事量
は月間のメニューを中
心に、水分は1日の必
要量を直接的、間接的
に確保している

当施設の行動指針の一
つである「入居者様の
権利」６項目を中心に
働きかけている

事故につながらない範
囲内で、最大限本人の
希望に沿っている

季節、天候、場所を考
えアドバイスしている

入居者は食事の準備や
片付けはやりたがらな
いので、本人のためと
はいえ強要はせず、ほ
とんど職員がやってい
る

言葉だけでなく聞こえ
ないふりをする事さえ
虐待に当たるのだとい
うことを日頃から周知
徹底しており、さらに
当施設の行動指針の一
つである「入居者様の
権利」の中にプライバ
シーの項目を入れ対応
している

相手を尊重した言葉か
けや丁寧な対応が行わ
れており、利用者は安
心して穏やかに過ごさ
れている。入浴の際は
プライバシーに配慮し
ながら、介助が必要な
部分以外は本人で行っ
てもらうようにしてい
る。

　一人ひとりの人格を尊重し、誇り
やプライバシーを損ねない言葉かけ
や対応をしている

　日常生活の中で本人が思いや希望
を表したり、自己決定できるように
働きかけている

　職員側の決まりや都合を優先する
のではなく、一人ひとりのペースを
大切にし、その日をどのように過ご
したいか、希望にそって支援してい
る

　その人らしい身だしなみやおしゃ
れができるように支援している

　食べる量や栄養バランス、水分量
が一日を通じて確保できるよう、一
人ひとりの状態や力、習慣に応じた
支援をしている

　食事が楽しみなものになるよう、
一人ひとりの好みや力を活かしなが
ら、利用者と職員が一緒に準備や食
事、片付けをしている

食事は利用者にとって
楽しみのひとつと捉
え、本人の好みに応じ
て別のものを提供する
こともある。新鮮な食
材を使ったり、可能な
方は誕生日の際に外食
をし、とても好評で
あった。
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42 ○口腔内の清潔保持

4316○排泄の自立支援

44 ○便秘の予防と対応

4517○入浴を楽しむことができる支援

46 ○安眠や休息の支援

47 ○服薬支援

休息や睡眠は本人の希
望に沿って支援してお
り、強要することはし
ない

薬の品名、目的、副作
用、用法、用量につい
て、定期的にテストを
実施し、服薬の支援
と、それにともなう症
状の変化に注意を払っ
ている

1日でも排便がない
と、神経質すぎるほ
ど、運動や水分補給、
服薬に取り組んでいる

入浴日は決めているが
入居者個々に希望があ
ればそれに応えている

一年を通して、週に2
回を基本としている
が、希望があればいつ
でも入浴可能である。
最近はニーズがないた
め実施はないが、近く
の温泉施設を利用した
こともあった。

毎食後、必ず実施して
いる

オムツは費用もかか
り、また本人の気持も
考えて、排泄パターン
を把握してトイレへ誘
導を行い、自立に向け
た支援には力を入れて
いる

1時間に1回以上は居室
を訪問し、日中は必要
時にトイレ誘導を行う
ことでオムツの使用が
減った報告がある。ま
た、排便形態を毎日観
察することで本人の健
康状態にも注意してい
る。

　口の中の汚れや臭いが生じないよ
う、毎食後、一人ひとりの口腔状態
や本人の力に応じた口腔ケアをして
いる

　排泄の失敗やおむつの使用を減ら
し、一人ひとりの力や排泄のパター
ン、習慣を活かして、トイレでの排
泄や排泄の自立に向けた支援を行っ
ている

　便秘の原因や及ぼす影響を理解
し、飲食物の工夫や運動への働きか
け等、個々に応じた予防に取り組ん
でいる

　一人ひとりの希望やタイミングに
合わせて入浴を楽しめるように、職
員の都合で曜日や時間帯を決めてし
まわずに、個々に応じた入浴の支援
をしている

　一人ひとりの生活習慣やその時々
の状況に応じて、休息したり、安心
して気持ちよく眠れるよう支援して
いる

　一人ひとりが使用している薬の目
的や副作用、用法や用量について理
解しており、服薬の支援と症状の変
化の確認に努めている

8/11



48 ○役割、楽しみごとの支援

4918○日常的な外出支援

50 ○お金の所持や使うことの支援

51 ○電話や手紙の支援

5219○居心地のよい共用空間づくり

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

　所づくり

金銭出納帳を毎月家族
に開示して、その月の
小遣いを決まった範囲
内で預かり、無駄な出
費に注意を払いなが
ら、本人の希望に沿っ
た買い物の支援をして
いる

電話が必要な入居者様
は、施設の了解なしに
使ってもらっている

清潔、整頓を心がけ、
居心地よく過ごせるよ
うに注意している

以前はペンションとし
て使用されていた場所
であり2階建てである
が、共有部分にソ
ファーを置いたり季節
の花を飾ることで安心
して過ごすことができ
る。階段部分には昇降
機の設置がある。

入居者一人一人の趣
味、嗜好に合わせて支
援している

散歩の希望には、それ
が1日複数回になろう
とも、職員が可能な限
り応えるようにしてお
り、また誕生日には家
族にも声をかけ、可能
ならば一緒にレストラ
ンへ行って食事をして
いる

　張り合いや喜びのある日々を過ご
せるように、一人ひとりの生活歴や
力を活かした役割、嗜好品、楽しみ
ごと、気分転換等の支援をしている

　一人ひとりのその日の希望にそっ
て、戸外に出かけられるよう支援に
努めている。また、普段は行けない
ような場所でも、本人の希望を把握
し、家族や地域の人々と協力しなが
ら出かけられるように支援している

　職員は、本人がお金を持つことの
大切さを理解しており、一人ひとり
の希望や力に応じて、お金を所持し
たり使えるように支援している

　家族や大切な人に本人自らが電話
をしたり、手紙のやり取りができる
ように支援をしている

ホーム周辺は自然豊か
な場所であり、職員と
共に散歩をすることも
多い。安全な外出のた
め、日頃から歩行訓練
も実施しており、今後
は全員での雲仙へのド
ライブを検討中であ
る。

　共用空間の中で、独りになれた
り、気の合った利用者同士で思い思
いに過ごせるような居場所の工夫を
している

共用空間の中で独りに
なれる場所はないが、
気の合った、利用者同
志でお互いの部屋を行
き来している

　共用の空間（玄関、廊下、居間、
台所、食堂、浴室、トイレ等）が、
利用者にとって不快や混乱をまねく
ような刺激（音、光、色、広さ、温
度など）がないように配慮し、生活
感や季節感を採り入れて、居心地よ
く過ごせるような工夫をしている

9/11



5420○居心地よく過ごせる居室の配慮

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な

　環境づくり

Ⅴ　アウトカム項目

1，ほぼ全ての利用者の
2，利用者の2/3くらいの
3．利用者の1/3くらいの
4．ほとんど掴んでいない
1，毎日ある
2，数日に1回程度ある
3．たまにある
4．ほとんどない
1，ほぼ全ての利用者が
2，利用者の2/3くらいが
3．利用者の1/3くらいが
4．ほとんどいない
1，ほぼ全ての利用者が
2，利用者の2/3くらいが
3．利用者の1/3くらいが
4．ほとんどいない
1，ほぼ全ての利用者が
2，利用者の2/3くらいが
3．利用者の1/3くらいが
4．ほとんどいない
1，ほぼ全ての利用者が
2，利用者の2/3くらいが
3．利用者の1/3くらいが
4．ほとんどいない
1，ほぼ全ての利用者が
2，利用者の2/3くらいが
3．利用者の1/3くらいが
4．ほとんどいない
1，ほぼ全ての家族と
2，家族の2/3くらいと
3．家族の1/3くらいと
4．ほとんどできていない

◯

◯

◯

◯

◯

◯

各居室は窓が多く、自
然採光でたいへん明る
い。和室かカーペット
敷きの部屋でゆっくり
くつろげる部屋となっ
ている。持ち込みもそ
れぞれが鉢植えや家
具・遺影など思い思い
のものを置かれてい
る。

居室、廊下、トイレに
手摺りを設置して、自
立を促すなどの工夫を
している

◯

　居室あるいは泊まりの部屋は、本
人や家族と相談しながら、使い慣れ
たものや好みのものを活かして、本
人が居心地よく過ごせるような工夫
をしている

　建物内部は一人ひとりの「できる
こと」や「わかること」を活かし
て、安全かつできるだけ自立した生
活が送れるように工夫している

利用者は、職員が支援することで生き生きとした表情や
姿がみられている
（参考項目：36,37）

ベット、テレビを施設
が提供し、少しでも楽
しく過ごしてもらえる
よう努力している

◯

63
職員は、家族が困っていること、不安なこと、求めてい
ることをよく聴いており、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向を掴んで
いる。
（参考項目：23,24,25）

57
利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面がある。
（参考項目：18,38）

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている。
（参考項目：38）

59

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている
（参考項目：49）

61

56

62

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安なく過ごせ
ている。
（参考項目：30,31）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟な支援に
より、安心して暮らせている。
（参考項目：28）
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1，ほぼ毎日のように
2，数日に1回程度ある
3．たまに
4．ほとんどない
1，大いに増えている
2，少しずつ増えている
3．あまり増えていない
4．全くいない
1，ほぼ全ての職員が
2，職員の2/3くらいが
3．職員の1/3くらいが
4．ほとんどいない
1，ほぼ全ての利用者が
2，利用者の2/3くらいが
3．利用者の1/3くらいが
4．ほとんどいない
1，ほぼ全ての家族等が
2，家族等の2/3くらいが
3．家族等の1/3くらいが
4．ほとんどいない

◯

◯

◯

◯

◯

68
職員から見て、利用者の家族等はサービスにおおむね満
足していると思う。

67
職員から見て、利用者はサービスにおおむね満足してい
ると思う。

65

64
通いの場やグループホームに馴染みの人や地域の人々が
訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

66

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係者とのつ
ながりの拡がりや深まりがあり、事業所の理解者や応援
者が増えている。
（参考項目：4）
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